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( 1 ) 復原力関係の諸計算。
( 2 ) 税型船による N係数の測定と，実船による動指周期の測定口




第 4章では，第 3 章で得られなかった基礎資料を実船によって求めている。すなわち，
( 1 ) 造船学的にみた運航上の諸問題の研究D
( 2 ) 実船の実際貨物重量と喫水に関する重要な関係式の推定。











lリ j らかにしている。具体的には 192 隻の海難ω運動学的解析によって，以ドω結果をね.ている。
( 1 ) 波浪周期は機帆船の固有動揺周期に近く，耐航性上好ましくなし 10







第 7 章では，第 6 章の解析結果に沿って，安全対策を具体的に提案し，本論文の結論としている D
すなわち， (1) 船内防，排水に関する提案， (2) 倉口の閉鎖条件の指定，をなしさらに (1)(2)
を附帯条件として，多数の現存船および沈船の乾玄を参考として， ( 3 )喫水制限に関する乾玄式の







本論文はこ ω 百点に着想し，まず機帆船ω造船学的定義を約束し ， ~)j極めて多くの海難実例を解
析することによりその実体をあきらかにし，これに対処すべき機帆船の主要す法のあり方を論じ，ま
たこの船型の復原性の特異性に着目して船体構造ならびに蟻装上特に考慮を払うべき点を指摘して機
帆船の質的向上を大きくはかると共にその安全を確保規制すべき根拠を定め，これにより近くその規
程制定の端緒を聞く気運を導いたもので，造船学上極めて貴重な貢献をなし得たものといえるロ
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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